














































































































も「火がついて燃える。また、 てなくなる。 」とするのは、 「焼ける⇄ 」の循環記述である。「やける」について、 『
新明解
国語辞典』が「火などで強
く熱せられた物が・変形（変質）して、元と違った状態になる。 」とし、加えて「結果を問題 する言い方」と括弧書きする。この記述に注目し、この二動詞に「て る を下接させ と、次 よう なる。
サンマが焼けている。＝結果相ゴミ箱が燃えている。＝継続相
この二動詞は確かに類義語ではあるが、テイル形はアスペクトが異なり、 「焼けている は完了した結果に着目した表現、 「燃えている」は継続す 事態に注目した表現であることがわかる。ふつう 跡」とはいうが、 「燃え跡」とはいわないのは、そうした意味の違いが反映している。
火事の目撃者が報道機関に伝える際、まさに眼前にみた




































で秋田市で育ったわたしの気象に関する情報源はラジオであった。特に冬の気象について、シベリアからの寒気が近づくことに神経質になっていたのだろう。昔それをどう表現していたか定かではないが、脳裏には「冷 い空気が下りてくる」と記憶され ようである。ところが 近年はそ
5れがきかれなくなった。
自分の記憶違いなのか、勝手な思いこみなのかしりたい



























































































































































































































は「ひずみ」について、 「 「社会のひずみを正す」 「効
率第一主義のひずみ」など、社会現象の中で生じてくる狂いについていうことも多い。 」としている。この記述がわたしの語感に最も近い。思う・考える
故郷の幼ともだちを懐かしみ、都会で一人ぐらしする娘
を案ずる、そうした心の営みを、わたしたちは「思う」もいう。寝すごして遅刻の理由を捻りだし、新しい研究の構想に腐心する、そうした心 営み 、わた たちは「考
9える」ともいう。その営みがどこでなされるか問われたら、 「思う」は胸で、 「考える」は頭でと答えるだろう。
今、動詞「おもう」を表記する常用漢字は「思」だけ、
「かんがえる」のそれは「考」だけである。奈良時代、萬葉集の「おもふ」は、念・思・想・憶・意の五つの漢字で書かれた。 「かんがふ は奈良時代の文献に用例が確認きない。平安時代には漢字文献の訓読に見え、特に法律関係の用例が多い その代表的な漢字「挍 撿 考 勘」の意味は、何かと突きあわせたり比べたりして判断することらしい。その「何 」は、律令・格式 ど、易経の八卦、前例・習慣などの規範であった。動詞は連用形を見出しに掲げる方針の『
岩波
古語辞典』が、 「考へ」の成立を、 「カ

















































熟語を成さない「ゆがむ・ひずむ」 同 には、 「知
る・わかる」 「帰る・戻る」などがある。わたしたちは、漢字熟語の便利さに甘えて 日本語の奥義に鈍感になっていはしないか、そんなことを考えて 稿を草した。
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